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I 目的1 非小細胞性肺癌(NSCLC)は腺癌 (AC)、肩平

上皮癌 (SC町、大細胞癌(LCC)に大別されている固 AC

では CEA、 SCC では CYFRA 等が血清器断マーカーと

して用いられているが、醐器特異性と腫衝特異性が両

立するマーカーは少ないのが現状である。そこで、発

表者らが報告した'明ー患者の A仁 組掘と血消を用いた

プロテオーム解析法 (Biomed Res 2014: 35: 133- 143)' よ

り須得した AunexÌ1l A2 自 己抗体 (ANXA2AAb) に着目

した。合成タンパク質と腫揚細胞より抽出したタンパ

ク質を対象として AAb 測定を行い、翻訳後修師 (PTM)

タンパク質と AAb との関連性を通じて、新組 AC 血消

器断マーカーとしての有用性を検討した。

I方法]合成タンパク質と 2 次元電気泳動 (2-D司 法に

て AC 由来細胞妹から抽出した檀散の ANXA2 タ ンパク

質を対象に、肺癌患者血清 117 倒と健常者血清 27 例を

用い、 Dot Blot 訟により ANXA2 に対する血清中 AAb

の相対存在量を醐定した。

I成績I 合成タンハク質を用いた解析では肺癌患者と

健常者血清中の ANXA2 に対する AAb の相対存在量に

有意蓋を龍めなかった(P=O.07)。 一方、 2-DE 分離後のゲ

ルより抽出したタンハク質を用いた AAb 制定では、檀数

ある ANXA1 タ ンハク置の中から特定のスポットを用い

た場合、肺諸と時常者の量別、また肺癌の中でも特に AC

量別の可能性(P=O.O I ) が示唆された。
I考察 ] ANXA2 は約 38回a のりン脂質結合タンパク質で

あり、胃癌、梓蹴癌等では正常部に比して腫羽房副におい

て発現が充進する 方、前立腺癒では発現の低下が報告

されている。特に Tisslle-p!asminogen activator と結合、

Matrix metalloproteinase を活性化させ、腫携の浸潤転移の

引き金になることが報告されている。肺癌においては

小細胞癌細胞妹の mRNA 発現が NSCLC 細胞株に比して

有意に畦下しているとの報告はあるが、 ANXA2 AAb に着

目し、 詳細に解析を行った報告はされていない。 本研究

では 円M を網羅的に解析可能な 2-DE 法と、分離後のゲ

ルより抽出したタンパク質を抗原とした解析を行うこと

で、 ANXA2AAb が新規 AC 血清器断マーカーとなる可能

性を示した初めての報告である。


